
ケ
ヤ
ダ
イ
オ
ウ
ノ
ミ
ヤ

気
屋
大
王
宮

鳳
京
都

内
保
に
在
っ
た
。
式
内
等
抽
出
祉
担
に
、
『
然
屋
榊
枇
。

櫛
見
庄
内
気
屋
村
銀
座
。
裕
一
一
気
屋
大
王
宮
↓
或
云
=

気
屋
大
熊
現
。
或
構
-
一
大
正
雄
裂
。
留
一位
也
。
』
と
記

L
、
叉
能
B
H
名
跡
志
に
は
、『
内
保
村
と
て
あ
り
。
故

村
に
毛
屋
と
い
ふ
所
あ
り
。
気
屋
大
王
様
裂
あ
り
。

此
の
御
神
天
竺
隊
伽
陀
凶
よ
り
設
が
靭
丹
披
闘
に
飛

来
。
給
ふ
御
柿
な
り
し
に
‘
築
山
和
向
の
制
徳
に

よ
っ
て
、
此
厨
へ
跡
を
雫
れ
給
ふ
。
-
E
LH

。
総
持
寺

よ
h

リ
一
泊
依
宛
扶
持
有
て
、
今
も
宮
の
裁
許
す
る
也
。

総
持
寺
鋲
守
の
{
呂
也
。
』
と
あ
る
。
今
太
玉
榊
祉
と
い

ふ
も
の
で
あ
ら
う
。

ケ
ヤ
タ
ウ
ゲ

気
屋
峠

河
北
部
気
屋
か
ら一械
の

部
wm
に
越
え
る
峠
。

日
さ
一

O
六
米
。

一

ケ
ヤ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ

気
屋
姫
神
社
河
北
部
鋸

一
国
民
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
油
田
世
記
に
、
『気
屋
鱗
跡

一
円
位
。
英
太
郷
然
農
村
銀
座
。
解
=
印
刷
屋
倒
{
呂
。
強
停

一
去
。
白
山
之
御
子
紳
也
。』
と
あ
る
。
今
は
白
山
祉
と

一都
ず
る
。

一

ゲ
ン
ウ
ン
カ
ン
元
雲
館

J
ソ
ウ
ユ
ウ
カ
y

一
枇
特
例
館
。

一

ケ
ン
エ
モ
ン
劉
右
衛

門

京

都

の
隠
例
。
淀
永

一
十

一
年
前
川
利
院
が
玉
泉
院
丸
に
政
山
・

懸
巾
却
を
謹

一
ら
し
め
た
時
、
協
か
れ
て
そ
の
工

mに
お
っ
た
。
段

一
督
は
大
栂
又
兵
衛
・欄
長
兵
術
で
あ
っ
た
。

一

ケ
ン
Z

ン

銭
録

J
レ
Y

ゴ
恕
倍
。

一

ケ
ン
オ
ン
ジ

願
還
寺

河
北
制
高
坂
に
在
っ
て
、

一
日
活
宗
に
麗
し
、
媛一米
山
と
脱
す
る
。
提
言
の
的
媛

一
束
、
日
倣
に
郎
伏
し
て
本
叩
宮
野
村
に
建
て
、
究
保

一
由
。
今
の
地
に
診
っ
た
と
い
ふ
。

一
ケ
ン
カ
オ
ツ
カ
ケ
モ
ノ
ヤ
ヲ
喧
嘩
逗
組
問
物
役

一
泡
文
四
年
足
縄
問
坂
井
奥
右
衛
門
直
伎

・
杉
浦
仁
右

一
術
刊
守
成
が
初
め
て
之
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
雨
入
の
内

園園且

ケ
ヤ
ーー
ケ
ン

に
て
一
番
出
・
二
番
出
を
定
め
て
世
一
き
、

一
今
月
代
。

に
巾
合
せ
て
一
諮
問
の
者
は
在
宿
し
、
叉
宥
械
の
時

も
莱
思
で
論
者
の
足
料
四
買
人
を
召
辿
れ
た
と
い

ふ
。
元
職
以
後
は
御
先
手
物
聞
の
中
か
ら
二
人
宛
一

年
代
り
に
勤
め
、
以
来
辿
約
し
た
。
こ
の
役
の
起
阪

は
、
阿
部
九
郎
右
術
門

・

m迩
蹴
抗
作
が
江
文
凶
年

十
且
」
」
ハ
日
闘
将
を
な
し
た
お
で
、
諾
士
Z
V
凡
ベ
て

帯
刀
の
み
U
の
町
一郎
を
な
し
た
時
、馳
せ
て
之
に
赴
き
、

制
止
銀
定
す
る
を
任
と
し
た
。
初
期
に
は
町
時
潜
行

と
も
醤
い
て
あ
る
。

ケ
ン
カ
ク
賢
四
四
能
安
耶
小
松
長
閑
寺
の
凶
器

で
、
初
め
台
慌
の
徒
で
あ
っ
た
が
、
町出
如
に
郎
伏
し

て
了
珍
妨
賢
犯
と
い
う
た
。
明
剛
山
二
年
八
月
品川
八
日

開
閉
泉
と
共
に
六
日
子
の
税
義
を
質
問
し
て
奥

へ
ら
れ
た

約
息
は
、
帖
外
御
文
八
十
に
縦
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
叉

天
正
八
年
の
蕗
如
物
加
に
は
、『
明
臨
八
年
三
月
九
日

に
は
御
平
の一
間
へ
出
御
あ
り
て
、
法
徴
的
密
告
・加

州
小
松
の
了
珍
等
を
召
て
、
久
し
き
な
じ
み
な
れ
ば
、

安
者
も
見
せ
ま
ゐ
ら
せ
た
く
存
ぜ
ん
と
仰
ら
れ
、
将

司々
添
き
仰
ど
も
釘
く
御
法
畷
あ
り
き
。
』
と
も
見
え

司令
。ケ
ン
カ
ブ
ギ
ヨ
ウ
同
.
嘩
奉
行

カ
ケ
モ
ノ
ヤ
ク
町
時
遁
併
物
役
。

ケ
ン
ガ
Z
ネ

鯨

ヶ

嶋

白

山
御
前
民
の
液
化
に

H
v
b
M守

吃
立
す
る
山
で
、
白
山
田町
に
は
創
の
御
山
と
い
ひ
、

文
相
却
の
山
と
も
抑
制
が
裁
と
も
い
ふ
。
向
さ
二
六
六

O

米
、
地
質
向
閃
安
山
岩
。
此
の
峠
に
訓
制
は
な
い
が
、

石
川
郡
柏
町
来
の
金
忽
宮
は
、自
山
第
一

の
御
子
副
で
、

こ
の
耐
怨
を
紀
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
白
山
詑
記
に
い

ふ。

『
忽
的
瑚
州
一
師
者
三
宮
崎
EI
o
u拡
息
不
ν
可
ν
融市。

踏
石
成
ν
山
。
上
町
町
時拙
g

砂
醐
M
d

一苫

々
。
天
文
廿
三
年

配
且
降
雨
間
=
火
口
-
噴
ν
石
。
剖
来
漸
L
H

山
間
接
。
主
的

終
作
品
三
郎
d

』
と
。

J
ムソ
シ
カ
オ
ツ

ゲ
ン
キ
イ
ン
幻
奇
院
加
到
滞
京
第
十
代
前
回

置
敬
の
男
で
早
川
し
た
拡
の
法
抑
制
。

ケ
ン
ギ
ヨ
ウ
オ
ロ
シ

様
校
却

J
オ
ロ
Y
サ
ク

卸
作
。ゲ
ン
キ
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ

言
諮
集

一

加

。
大
槻
朝

元
の
失
脚
以
後
、

m人
時
郁
世
刻
し
て
務
首
を
作
る

も
の
多
か
っ
た
が
、
老
限
前
川
直
犯
は
後
に
之
を
集

め
て
言
誕
山
県
と
制
し
た
。
本
訟
の
米
に
は
直
明
が
間

損
ず
る
所
の
大
槻
湖
元
の
お
入
者
間
短
に
杷
し
て
あ

る。
ゲ
ン
ギ
ン
オ
ハ
ラ
ヒ
マ
イ

現
銀
御
携
米

務
政

の
附
、
山
地
の
村
方
で割
引
米
を
有
せ
ざ
る
時
は
、
御

釘
閑
却
に
封
し
て
捌
米
を
術
ふ
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

?
M
7
内』
7

の
誤
作
に
は
、
時
偵
の
七
分
乃
来
八
分
を
上
m
世
銀
と

し
、
米
殺
の
切
手
を
得
て
納
税
に
岱
て
、
抱
月
そ
の

地
の
平
均
似
桁
公
定
せ
ら
れ
る
一
を
待
ち
、
之
に
一
石

一
匁
者
加
へ
て
、
錦
米
代
銀
の
時
間
簡
を
仕
抑
は
し
め

る
。
之
や
・引
飢
御
御
米
と

m
Lた
。
若
し
上
回
世
銀
の

品目
、削

4r匁
年
三
月
又
は
一
点
六
月
に
計
っ
て
仕
協
は
ん

と
す
る
時
は
、
前
の
公
定
相
揚
よ
り
も
一
石
三
匁
を

加
へ
る
。
之
や
延
節
米
と
い
う
た
。

ゲ
ン
h
y
ウ

イ

ン

幻
空

院

加

賀
拙
川
中
第
六
代
前

m吉
徳
の
子
保
射
の
法
制
則
。
詳
し
く
は
幻
空
院
電
光

智
開
制
苅
k
。

ケ
ン
ゲ
ン

議
玄

叫旭川
出。

ケ
ン
コ
ウ

拍
車
血
一
」
ジ

ツ
キ
ヨ
ウ
口
数
。

ケ
ン
コ
ウ
イ
ン

間関
光
院

加
賀
滞
明
第
十
四
代

前
川
随
時
夫
人
間
司
氏
の
法
蹴
。
詳
し
〈
は
制
光
院

洪
倫
怒
範
大
姉
。

ゲ
ン
コ
ウ
イ
ン

源
光
院

加
賀
滞
中
山
第
五
代
前

川
綱
紀
の
子
筒
姉
、
印
ち
浅
野
首
長
夫
人
の
法
統
。

詳
し
く
は
卸
光
院
正
気
山
由
党
大
筋
。

ゲ
ン
コ
ウ
イ
ン
玄
光
院

金
搾
偲
木
小
山
町
に
在

J
レ

Y
キ
ヨ
ウ

っ
て
、
海
土
宗
に
臨
す
司
令
。
山
続
は
制
限
念
山
。
武
郎

元
年
総
務
源
政
之
を
創
放
し
、
大
正
二
年
野
山
寺
町

永
嗣
寺
を
合
併
し
た
。

ゲ
ン
コ
ウ
シ
ヤ
タ
シ
ヨ
元
事
務
書

元

苧
持
出

入
隊
医
殻
偲
厨
及
び
丞
州
安
閥
寺
巡
玄
の
内
部
な
る

そ
の
抜
各
一
容
は
、
石
川
郡
松
任
本
円
寺
の
所
阪
で

あ
る
。
迎
玄
の
訟
は
本
朝
日
制
品
川
仰
に
も
総
せ
ら
れ
る

が
、
文
字
に
一
一

一
の
桐
越
が
あ
り
、
日
っ
そ
の
述
作

の
氷
和
四
年
七
月
官
三
日
に
成
っ
た
こ
と
は
、
仙川己

の
肉
智
に
の
み
よ
っ
て
知
り
得
ら
れ
る
。
抑
允
苧
悌

密
編
箆
以
後
の
邸
備
は
、
到
存
璽
刊
の
周
知
町
街
地
の

文
に
部品
い
て
略
之
を
筑
ふ
こ
と
を
得
ベ
〈
、
こ
叩
邸

前
偶
額
の
訟
に
よ
っ
て
却
に
祐
一悉
し
得
ら
れ
る
。
明日

し
元
亨
二
年
東
縞
寺
の
虎
開
附
鋭
が
穂
郡
選
越
の
功

を
峻
る
や
、
八
月
後
健
制
天
長
に
上
表
し
て
、

大
説

経
に
入
れ
ら
れ
ん
』
」
と
を
郁
う
て
顧
み
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
延
ー
ズ
三
年
六
月
民
総
寺
の
龍
泉
令
持
の
盟
に

後
光
磁
院
に
上
表
す
る
に
及
ん
で
鋭
可
を
得
た
。
是

に
於
い
て
同
年
令
、
持
の
お
足
た
る
海
賊
院
の
住
削
叩

況
は
、
諸
山
政
徳
の
殴
蹟
侭
額
抗
十
三
首
を
刺
市
て
獅

子
筋
の
一
容
と
し
、
点
拾
三
年
正
月
来
紋
を
必
っ
て

線
引
町
を
上
梓
し
、
次
い
で
永
和
四
年
獅
子
筋
の
阪
を

一一
時
逝
玄
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

是
を
以
て
こ
ゆ
在

は
も
と
綴
縦
院
の
既
裁
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ケ
ン
コ
ウ
ヨ
コ
ウ
抽
間
接
飴
考
」

エ
ツ
ト
ガ
サ

y
y
ユ
ウ
シ
経
常
賀
三
州
志
。

ケ
ン
コ
ウ
ヨ
コ
ウ
コ
ウ
シ
ョ
ウ
モ
ク
目
安
縫
盛

慾
考
考
設
目
録
一

冊
。
森
出
平
次
編
。
信
仰
域
問

者
の
越
思
官
官
三
州
志
の
う
ち
縦
割
話
係
考
の
内
山竹中

~m

mに
織
怨
す
る
お
に
編
窮
し
た
も
の
で
、
利
融
部

・

仰
附
部
・古抽
出
部
・加
賀
地
名
邸
・能
R
R
地
各
部
・組
巾

地
名
部
・
加
賀
土
着
人
畑
山
・
来
客
街
中
h

等
部
・
凶
問
沼
却す

部
・諸
士
部
・雑
畑
出
に
分
類
し
、
夏
に
三
州
志
撰
述
の

ニ
八


